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（１） 実業団クラブチーム「EsperanceStage（エスペランス・スタージュ）」 

 

・「一般社団法人 全日本実業団自転車競技連盟（ＪＢＣＦ）登録チーム」の状況 

 「日本代表選手」や「海外ロードプロ選手」は、「全日本実業団自転車競技連盟（JBCF）」の登録チーム

から多く輩出され、各国の国際大会などにＪＢＣＦ所属選手が参戦し、素晴らしい成績を残している。ま

た、国内のメジャー大会である、「全日本選手権大会」「全国都道府県対抗大会」「国民体育大会」では、Ｊ

ＢＣＦ所属選手から優勝者が輩出されている。国内のトップレベルの選手が多く所属をしている為、有力

大学チームなども「学連登録」と「ＪＢＣＦ登録」を兼用して、年間を通して参戦する傾向にある。平成

２３年度２月現在で、２７３チームがＪＢＣＦ登録し、２０００名以上が競技者登録をしている。 

 ＪＢＣＦでは、年間３５大会（ロード競技３１大会・トラック競技４大会）の開催がある。平成１８年

度からは新ランキング制度である「ＪＢＣＦサイクルロードレース・ジャパンツアー」が通称「Ｊツアー」

として親しまれ、平成２２年度からは「Ｊプロツアー」「Ｊエリートツアー」として名称変更し、本場ヨー

ロッパにより近いランキング制度として、多くの媒体に取り上げられ選手の意識の鼓舞に繋がりレースの

活性化に繋がっている。 

 ロードレースを開催するにあたり、チームレベルにより２つのツアーに分割され、国内トップレベルで

ある「Ｊプロツアー（Ｐ１）」がある。年間登録チーム数が２０チーム程度に制限されており、チーム登録

選手数にも限りがある。もう一つのツアーが、「Ｊプロツアー」を目指す選手たちが属する「Ｊエリートツ

アー（Ｅ１～Ｅ３）」があり、選手のレベルによって３つのカテゴリーに分割されている。実績やスキルは

国内トップレベルと遜色のない「Ｅ１カテゴリー」、競技経験の豊かな中堅レベルである「Ｅ２カテゴリー」、

初めて登録した選手が所属する「Ｅ３」の３カテゴリー（男子に限る）となる。 

 

・地域密着型クラブチームの必要性 

 本州の最西部の山口県に本拠地を置く「Esperance Stage」は、地域密着型の実業団クラブチームを目指

している。ＪＢＣＦ登録者の多くの居住地方は、近畿・中部・関東・東北に偏っているのが現状である。

偏ってしまう理由としては、 

① 自転車競技の有力大学が関東や関西の都市部に偏っているので、若年競技者が減少する。 

② スポーツとしての認知度が低く、愛好者は居ても大会開催数が少なく活躍の場が無い。 

が、挙げられる。これらの要因により、地方選手は中央部への移住を強いられる場合が多く、中国・九州

地方に選手が定着せずにスポーツとしての普及、競技者の育成が難しい。 

そういった中で、地方での愛好者、競技者の底辺を増やし、より高い競技力を作り出す環境を地方独自

に作る事が重要だと考える。また、山口県では、２０１１年に「おいでませ！山口国体」が開催され、地

元競技団体との連携で競技力の向上として地元選手の育成、強化など環境整備を行政と連携して実施して

きている。 

 

・実業団登録クラブチーム「Esperance Stage（エスペランス・スタージュ）」の特性 

 自転車競技の本場であるフランスにおいては、地域密着のクラブチームが無数に存在している。また、

そのクラブチームが主体となって、その地域でクラブ主催のレースが開催される為、より多くのレースが

毎日のように開催され、選手の競技力向上に繋がっている。 

 そういった環境を作っていく為にも、「Esperance Stage」チーム代表の棟久明博（山口市出身）は、２

００５年より山口県山口市阿知須きらら浜の特設会場にて「きらら浜サイクルミーティング大会」と称し

たクリテリウム形式の大会を開催してきている。現在では、年間４回程度を開催し、１大会で約１５０名

の参加者数がある。 

 その上で、２００７年より実業団クラブチーム「EsperanceStage」を設立し、全国各地で開催される実

業団大会を転戦している。現在、中国・九州の選手を中心に、約３０名の選手が在籍している。また、自

転車競技の「フランス遠征サポート」を行っているコーディネーター・久保信人（神奈川県出身）の協力

の下、希望者にはフランス・アフリカ等の海外遠征の道も開けている。 

 サイクルスポーツ後進地域である、九州・中国地方から世界へ羽ばたく自転車競技選手を生み出してい

く為にも、「サイクルスポーツの普及」と「選手の育成」、そしてより高いレベルでの実戦経験を積んでい

くことで「競技力向上」を一貫して行っていけるチームを目指している。 



- 2 - 

図．実業団登録チーム「Esperance Stage」の普及から強化までの一貫性 

 

 

 

・クラブチームの名称となる「 Esperance Stage（エスペランス・スタージュ） 」とは？ 

 エスペランス･スタージュは、一人でも多くの日本人、アジアのサイクリスト、選手にロードレースの本

場フランスでのレース体験の場を提供し、それによる日本、アジアにおけるスポーツサイクルの普及、発

展、レベル向上を目指し 2003 年設立された。  

フランスでレースに参戦するためには、クラブチームとの契約やライセンス取得、滞在アパートの検索

や契約、そしてレースまでの移動手段の確保など、レース活動をする為に立ちはだかる問題が多い。そう

した渡仏時の問題をサポートし解消することで、限られた貴重な遠征期間をより有効にレース活動に集中

できる環境の提供を目指している。  

また単身の遠征では、ロードレースに付き物の落車などの事故の際も不安要素も多いが、事故対応や病

院への同伴、医師との通訳、ご家族、関係者への連絡、傷害保険の手続き、帰国が必要な場合の帰国手続

きなどを行い、より安心して本場でのレース活動に挑戦できる環境を目指している。 

 

・「 きらら浜サイクルミーティング大会 」とは？ 

2004 年にフランスから帰国した本クラブチーム代表である「棟久明博」が発起人となって、山口県山口

市阿知須町の「山口県きららスポーツ交流公園（現：山口県きらら博記念公園）」の北側大駐車場内に特設

コース（1周 2.5 ㎞）で 2005 年 5 月より自転車ロードレース競技大会を開催している。 

基本的には「棟久明博」が事務局となり大会の企画運営を行っているが、会場の借地の関係上で主催は

「山口県自転車競技連盟」となり、後援として「山口県教育委員会」「（財）山口県体育協会」となってい

る。２０１１年開催の地元開催「おいでませ！山口国体」の強化事業として開催している面もある。大会

スタッフは、地元の愛好者によるボランティアで成り立っている。 

大会規模としては、山口県はもとより近県の広島県、福岡県及び九州北部地方の参加者も多く、1 大会

１５０～２００名程度の参加者がある。年間４大会の開催で既に通算で１０回以上の開催となっている。

本クラブチーム創立に伴って、本クラブの運営と連携して様々な援助を行っている。 
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・２０１１年 ユニフォーム・デザイン 

 

①  『 Esperance Stage/WAVEONE・山口（Ｊプロツアー） 』ロード・ジャージ上下 （製作：ＷＡＶＥ ＯＮＥ） 

 

 

 

 

② 『Esperance Stage 我逢人（Ｊエリートツアー） 』ロード・ジャージ上下 （製作：ＷＡＶＥ ＯＮＥ） 
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・チーム概要（２０１１年１１月２５日 現在） 

 

事務局 
〒754-0897 

山口県山口市嘉川４１８８番地 棟久明博方 

電話 
083-989-2773（兼 FAX） 

090-4795-4207（携帯） 

ＵＲＬ http://blogs.yahoo.co.jp/esperancestage_jpn 

活動拠点 日本・フランスなど 

ＧＭ 久保 信人 

監督 棟久 明博 

クラブ員 
６７名 

（Ｐ１：７名 Ｅ１：４名 Ｅ２：３名 Ｅ３：１８名 会員：３５名） 

スポンサー １０団体 

パートナー ４団体 

サプライヤー ４団体 

 

名称の由来 

「 Esperance Stage 」 （フランス語） 

・直訳で「希望の経験」。フランス遠征コーディネーターで本クラブのＧＭである久

保信人が、より多くのサイクリストが海外で活動できるようにという願いが込めて海

外で使用しているチーム名称。海外遠征サポートを行う際に使用していた名称を、国

内でも認知普及させる為に名称を使用。 

設立目的 

・地域密着型のクラブチーム 

・全日本実業団自転車競技連盟登録のチーム 

・「２０１１年やまぐち国体」に地元選手を輩出するチーム 

・国際大会（国内・海外）に出場できるチーム 

スポンサー 

 

名  称 

・株式会社フジミツ 

・株式会社ロワゾブルー 

・きらら★しまだ歯科 

・都濃自転車店 

・日出男商会 

・（有）アノサイクル 

・サイクリングサロン ヒロシゲ 

・オート・ケア・アームズ 

・サイクルピット２４０ 

・山口県自転車競技連盟 

パートナー 

名称 

・三井商会 

・サイクルセンターマツナガ 

・みさかサイクル 

・ル・モンド・ヴェロ 

サプライヤー 

名  称 

・エスぺランス・スタージュ （フランス遠征サポート） 

・きらら浜サイクルミーティング  （自転車競技大会） 

・オージーケーカブト株式会社   （ヘルメット、グラブ、バーテープ） 

・株式会社ウェイブワン   （ウェア） 
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（２）２０１１年 Esperance Stage 所属選手 名鑑 

カテゴリー 登録番号 氏名 フリガナ ランキング 

ＪＰＴ Ｐ１ 35ME0801454 
 

井上 無我 

ｲﾉｳｴ ﾑｶﾞ 
JPT １０８位 

（406ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 40ME9702487 
 

江下 健太郎 

ｴｼﾀ ｹﾝﾀﾛｳ 
JPT １２６位 

（351ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 31ME9901368 
 

清水 英樹 

ｼﾐｽﾞ ﾋﾃﾞｷ 
JPT ４４位 

（1153ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 11ME0100069 
 

奈良 浩 

ﾅﾗ ﾋﾛｼ 
JPT ４６位 

（1105ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 35ME0800557 
 

西川 昌宏 

ﾆｼｶﾜ ﾏｻﾋﾛ 
JPT １５９位 

（105ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 13ME9701343 
 

向山 浩司 

ﾑｺｳﾔﾏ ｺｳｼﾞ 
JPT ６８位 

（754ｐ） 

ＪＰＴ Ｐ１ 14ME0200167 
 

山本 敬 

ﾔﾏﾓﾄ ﾀｶｼ 
JPT １３２位 

（305ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ１ 44ME9702601 津末 浩平 ﾂｽｴ ｺｳﾍｲ 
JET ６５８位 

（20ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ１ 14MJ0700382 菱沼 由季典 ﾋｼﾇﾏ ﾕｷﾉﾘ 
JET ３６９位 

（51ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ１ 11ME0001698 福原 大 ﾌｸﾊﾗ ﾀﾞｲ 
JET ７７８位 

（14ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ１ 35ME9901803 棟久 明博 ﾑﾈﾋｻ ｱｷﾋﾛ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ２ 08ME0300323 岩藤 司朗 ｲﾜﾌｼﾞ ｼﾛｳ 
JET ８７８位 

（10ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ２ 35MJ0900423 竹下 健太 ﾀｹｼﾀ ｹﾝﾀ 
JET １１７８位 

（1ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ２ 35ME0100423 真鍋 英祐 ﾏﾅﾍﾞ ｴｲｽｹ 
JET １０４９位 

（5ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 40MJ0901136 安部 滉大 ｱﾍﾞ ｺｳﾀﾞｲ 
JET １１４７位 

（3ｐ） 
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カテゴリー 登録番号 氏名 フリガナ ランキング 

ＪＥＴ Ｅ３ 31ME1100662 有田 俊祐 ｱﾘﾀ ｼｭﾝｽｹ 
JET ７５０位 

（15ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35MU0301215 大久保 光治 ｵｵｸﾎﾞ ｺｳｼﾞ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 26ME1001893 神谷 一英 ｶﾐﾔ ｶｽﾞﾋﾃﾞ 
JET １１５４位 

（2ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0800561 桑原 良治 ｸﾜﾊﾗ ﾖｼﾊﾙ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0901761 後藤 勇人 ｺﾞﾄｳ ﾕｳﾄ 
JET ９８６位 

（6ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 08ME1100079 今野 勝博 ｺﾝﾉ ｶﾂﾋﾛ 
JET ３４９位 

（55ｐ）  

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0201128 金野 亮太 ｺﾝﾉ ﾘｮｳﾀ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0800555 白上 浩之 ｼﾗｶﾞﾐ ﾋﾛﾕｷ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME1100616 杉山 文崇 ｽｷﾞﾔﾏ ﾌﾐﾀｶ 
JET ３６９位 

（51ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0800560 田中 謙治 ﾀﾅｶ ｹﾝｼﾞ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35MU1100617 徳王丸 雄貴 ﾄｸｵｳﾏﾙ ﾕｳｷ 
JET １１５４位 

（2ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0700437 西山 真史 ﾆｼﾔﾏ ﾏｻﾌﾐ 
JET １０４９位 

（5ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0600651 平野 政一 ﾋﾗﾉ ﾏｻｶｽﾞ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0901361 藤弘 雅則 ﾌｼﾞﾋﾛ ﾏｻﾉﾘ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0700610 森岡 智之 ﾓﾘｵｶ ﾄﾓﾕｷ 
 

 

ＪＥＴ Ｅ３ 35ME0700436 山本 直人 ﾔﾏﾓﾄ ﾅｵﾄ 
JET １０４９位 

（5ｐ） 

ＪＥＴ Ｅ３ 35MU1101765 横小路 大嗣 ﾖｺｺｳｼﾞ ﾀｲｼ 
 

 

会 員 サポーター 相本 祥政 ｱｲﾓﾄ ﾖｼﾏｻ  

会 員 サポーター 青野 浩巳 ｱｵﾉ ﾋﾛﾐ  

会 員 サポーター 安部 隆之 ｱﾍﾞ ﾀｶﾕｷ  

会 員 サポーター 池本 幸男 ｲｹﾓﾄ ﾕｷｵ  

会 員 サポーター 市村 彰 ｲﾁﾑﾗ ｱｷﾗ  

会 員 サポーター 匿名さん -  

会 員 サポーター 伊藤 翼 ｲﾄｳ ﾂﾊﾞｻ  

会 員 サポーター 岩本 真木子 ｲﾜﾓﾄ ﾏｷｺ  

会 員 サポーター 小倉 英治 ｵｸﾞﾗ ｴｲｼﾞ  

会 員 サポーター 金森 翔一 ｶﾅﾓﾘ ｼｮｳｲｲ  

会 員 サポーター 上村 義雄 ｶﾐﾑﾗ ﾖｼｵ  

会 員 サポーター 川村 均 ｶﾜﾑﾗ ﾋﾄｼ  
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カテゴリー 登録番号 氏名 フリガナ ランキング 

会 員 サポーター 北島 智史 ｷﾀｼﾞﾏ  

会 員 サポーター 工藤 賢治 ｸﾄﾞｳ ｹﾝｼﾞ  

会 員 サポーター 金野 亮太 ｺﾝﾉ ﾘｮｳﾀ  

会 員 サポーター 沢田 勇次 ｻﾜﾀﾞ ﾕｳｼﾞ  

会 員 サポーター 志賀 孝治 ｼｶﾞ ｺｳｼﾞ  

会 員 サポーター 白井 雄生 ｼﾗｲ  

会 員 サポーター 白上 麻衣子 ｼﾗｶﾞﾐ ﾏｲｺ  

会 員 サポーター 高道 光二 ﾀｶﾐﾁ ｺｳｼﾞ  

会 員 サポーター 竹下 健太 ﾀｹｼﾀ ｹﾝﾀ  

会 員 サポーター 田中 紀子 ﾀﾅｶ ﾉﾘｺ  

会 員 サポーター 津嶋 真 ﾂｼﾏ ﾏｺﾄ  

会 員 サポーター 津田 桂 ﾂﾀﾞ ｹｲ  

会 員 サポーター 中田 辰朗 ﾅｶﾀ ﾀﾂﾛｳ  

会 員 サポーター 鳴谷 浩一 ﾅﾙﾀﾆ ｺｳｲﾁ  

会 員 サポーター 藤井 勝博 ﾌｼﾞｲ ｶﾂﾋﾛ  

会 員 サポーター 棟久 明博 ﾑﾈﾋｻ ｱｷﾋﾛ  

会 員 サポーター 棟久 和佳 ﾑﾈﾋｻ ｶｽﾞﾖｼ  

会 員 サポーター 棟久 房枝 ﾑﾈﾋｻ ﾌｻｴ  

会 員 サポーター 谷津 佳代 ﾔﾂ ｶﾖ  

会 員 サポーター 山田 修二 ﾔﾏﾀﾞ ｼｭｳｼﾞ  

会 員 サポーター 中川 靖規 ﾅｶｶﾞﾜ ﾔｽﾉﾘ  

会 員 サポーター 大和 孝義 ﾔﾏﾄ ﾀｶﾖｼ  

会 員 サポーター 山根 康之 ﾔﾏﾈ ﾔｽﾕｷ  
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（３）２０１１年 Esperance Stage 所属選手 実績 

開催日 大会名（開催地） 選手名 チーム名 カテゴリー 順位等
井上　無我 Ｐ１

江下　健太郎 Ｐ１
西川　昌宏 Ｐ１
山本　敬 Ｐ１
奈良　浩 Ｐ１

安部　滉大 Ｅ３
徳王丸　雄貴 Ｅ３
菱沼　由季典 Ｅ１

福原　大 Ｅ１
今野　勝博 Ｅ３

2011/4/3
第１１回JBCFトラックチャレンジ

（埼玉県所沢市）

2011/4/9
第２回JBCF館山ロードレース

（千葉県館山市）

2011/4/10
第４回伊吹山ドライブウェイヒルクライム

（岐阜県不破郡関ヶ原町）
井上　無我 Ｐ１ ＤＮＦ
奈良　浩 Ｐ１ １４位

今野　勝博 Ｅ３ 予選敗退
杉山　文崇 Ｅ３ 予選敗退
奈良　浩 EsperanceStage/WAVEONE・山口 Ｐ１ ２２位

今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ２、３ １０位
清水　英樹 総合 ２４位
山本　敬 総合 ＤＮＦ

井上　無我 総合 ＤＮＦ
西川　昌宏 総合 ３位
津末　浩平 総合 ＤＮＦ
安部　滉大 - メカニック
棟久　明博 - 監督

2011/5/27
第３回JBCF 3 day's Rord 熊野
新宮市大会（和歌山県新宮市）

今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ ５４位

2011/5/28
第３回JBCF 3 day's Rord 熊野
熊野市大会（三重県熊野市）

今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ １００位

2011/5/29
第３回JBCF 3 day's Rord 熊野
太地大会（和歌山県太地町）

今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ ＤＮＦ

井上　無我 Ｐ１ ＤＮＦ
清水　英樹 Ｐ１ ＤＮＦ
奈良　浩 Ｐ１ ＤＮＦ
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＦ

安部　滉大 Ｅ３ ＤＮＦ
有田　俊祐 Ｅ３ ９３位
後藤　勇人 Ｅ３ ６６位
西山　真史 Ｅ３ ６５位
真鍋　英祐 Ｅ２ ２８位
山本　直人 Ｅ３ ８８位
井上　無我 Ｐ１ ６８位
清水　英樹 Ｐ１ １９位
奈良　浩 Ｐ１ ４９位
山本　敬 Ｐ１ ７４位

清水　英樹 Ｐ１ ３０位
奈良　浩 Ｐ１ ５１位
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＳ

菱沼　由季典 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ １７位

2011/6/26
第４２回JBCF東日本トラック

（長野県松本市）

2011/6/26
第１回JBCF比叡山ヒルクライム

（滋賀県大津市）

2011/7/3
第７回JBCF富士スピードウェイロードレース

（静岡県駿東郡小山町）
今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ １１７位

江下　健太郎 Ｐ１ ５７位
清水　英樹 Ｐ１ ４１位
奈良　浩 Ｐ１ １８位

岩藤　司朗 Ｅ２ ２１位
今野　勝博 Ｅ３ ７０位
岩藤　司朗 Ｅ２ ２８位
今野　勝博 Ｅ３ ４３位
福原　大 Ｅ１ ５５位

2011/7/10
第６回JBCF乗鞍スカイラインヒルクライム

（岐阜県高山市）
奈良　浩 EsperanceStage/WAVEONE・山口 Ｐ１ ＤＮＦ

今野　勝博 Ｅ３ ＤＮＦ
福原　大 Ｅ１ ＤＮＦ

西川　昌宏 EsperanceStage/WAVEONE・山口 ４㎞個抜 ６位
大久保　光次 スプリント ４位
金野　亮太 - 着外
奈良　浩 Ｐ１ ２７位
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＳ
福原　大 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ ＤＮＦ

2011/8/6
第２回JBCF南信州松川ロードレース

（長野県下伊那郡松川町）
福原　大 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ ＤＮＦ

井上　無我 Ｐ１ ＤＮＦ
江下　健太郎 Ｐ１ ＤＮＳ
清水　英樹 Ｐ１ ＤＮＦ
奈良　浩 Ｐ１ ＤＮＳ

西川　昌宏 Ｐ１ ＤＮＦ
有田　俊祐 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ ＤＮＳ
井上　無我 総合Ｐ１ ５４位

江下　健太郎 総合Ｐ１ ８０位
清水　英樹 総合Ｐ１ ４９位
奈良　浩 総合Ｐ１ ＤＮＳ
山本　敬 総合Ｐ１ ５１位

向山　浩司 総合Ｐ１ ５６位
井上　無我 Ｐ１ ５０位

江下　健太郎 Ｐ１ ３６位
清水　英樹 Ｐ１ １２位
奈良　浩 Ｐ１ ６２位

西川　昌宏 Ｐ１ ４３位
向山　浩司 Ｐ１ ３３位
山本　敬 Ｐ１ ６９位

2011/9/4
第４２回JBCF全日本トラックチャンピオンシップ

（大阪府河内長野市）
井上　無我 Ｐ１ ４９位
清水　英樹 Ｐ１ ２５位
奈良　浩 Ｐ１ ＤＮＦ

西川　昌宏 Ｐ１ ＤＮＦ
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＦ

有田　俊祐 Ｅ３ １３位
神谷　一英 Ｅ３ ＤＮＦ
後藤　勇人 Ｅ３ ＤＮＦ

徳王丸　雄貴 Ｅ３ ＤＮＦ
神谷　一英 Ｅ３ 予選敗退
今野　勝博 Ｅ３ 予選敗退
井上　無我 Ｐ１ ＤＮＦ

江下　健太郎 Ｐ１ ＤＮＦ
清水　英樹 Ｐ１ ＤＮＦ
奈良　浩 Ｐ１ ＤＮＦ

西川　昌宏 Ｐ１ ＤＮＦ
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＦ

津末　浩平 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ １６位

2011/10/2
第１回JBCF箱根ヒルクライム

（神奈川県小田原市）
菱沼　由季典 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ １９位

井上　無我 Ｐ１ ＤＮＦ
清水　英樹 Ｐ１ ２０位
西川　昌宏 Ｐ１ ＤＮＦ
山本　敬 Ｐ１ ＤＮＦ

菱沼　由季典 EsperanceStage我逢人 Ｅ１ ２４位
安部　滉大 Ｅ２、３ ＤＮＦ
杉山　文崇 Ｅ２、３ ２位
竹下　健太 Ｅ２、３ ＤＮＦ

2011/11/6
第１回JBCF知多半島・美浜クリテリウム

（愛知県知多郡美浜町）
今野　勝博 EsperanceStage我逢人 Ｅ３ ＤＮＳ

井上　無我 プロ部門 ＤＮＦ
清水　英樹 プロ部門 ＤＮＦ
西川　昌宏 プロ部門 ２９位
津末　浩平 プロ部門 ＤＮＦ
杉山　文崇 プロ部門 ＤＮＦ
安部　滉大 - マネージャー
棟久　明博 - 監督

参加なし

参加なし

中止

中止

第２回JBCF熊谷クリテリウム
（埼玉県熊谷市）

EsperanceStage/WAVEONE・山口

第３回JBCF群馬CSCロードレースDay-1
（群馬県利根郡みなかみ町）

EsperanceStage我逢人

EsperanceStage我逢人
第４５回JBCF東日本ロードクラシック石川大会

（福島県石川町）

2011/3/20

震災の為、中止

震災の為、中止

第１４回JBCF舞洲クリテリウム
（大阪府大阪市）

2011/4/16

EsperanceStage/WAVEONE・山口

EsperanceStage/WAVEONE・山口

EsperanceStage我逢人

震災の為、中止

2011/4/17
第１４回JBCF舞洲クリテリウム

（大阪府大阪市）
第５回JBCF白浜エアポートクリテリウム

（和歌山県白浜町）
2011/4/24

EsperanceStage/WAVEONE・山口
2days race in 木祖村　２０１１

（長野県木祖村）

2011/5/21
～

2011/5/22

EsperanceStage我逢人

2011/7/10

EsperanceStage/WAVEONE・山口

EsperanceStage我逢人

第４５回JBCF西日本ロードクラシック広島大会
（広島県三原市）

2011/6/5

第１５回JBCF栂池高原ヒルクライム
（長野県北安曇郡小谷村）

2011/6/12

2011/6/19
第８回JBCF富士山ヒルクライム

（静岡県駿東郡小山町）

参加なし

参加なし

EsperanceStage/WAVEONE・山口

2011/7/9
第３回JBCF群馬CSCロードレースDay-1

（群馬県利根郡みなかみ町）

EsperanceStage/WAVEONE・山口

EsperanceStage我逢人

2011/7/17

EsperanceStage我逢人
第４５回JBCF西日本トラック

（大阪府岸和田市）
2011/7/24

EsperanceStage/WAVEONE・山口
第１回JBCFタイムトライアルチャンピオンシップ

（埼玉県・国営武蔵丘陵森林公園）
2011/9/4

EsperanceStage/WAVEONE・山口
2011/7/31

第４５回JBCF東日本ロードクラシック修善寺大会
特別戦（静岡県伊豆市）

EsperanceStage/WAVEONE・山口第２回JBCF南信州松川ロードレース
（長野県下伊那郡松川町）

2011/8/7

EsperanceStage/WAVEONE・山口
第３回JBCFみやだロードレース

（長野県上伊那郡宮田村）

2011/8/20
～

2011/8/21

EsperanceStage/WAVEONE・山口

EsperanceStage我逢人

第５回JBCF加東ロードレース
（兵庫県加東郡滝野町）

2011/9/11

2011/9/18
第１５回JBCF舞洲クリテリウム

（大阪府大阪市）
EsperanceStage我逢人

EsperanceStage/WAVEONE・山口第４５回JBCF経済産業大臣旗ロードチャンピオンシップ
（静岡県伊豆市）

2011/9/25

EsperanceStage/WAVEONE・山口第４回JBCF輪島ロードレース
（石川県輪島市）

2011/10/16

EsperanceStage我逢人
第２回JBCF飯塚クリテリウム

（福岡県飯塚市）
2011/10/30

Tour de Fukuoka 2011
クリテリウム・ド・アイランドシティ　プロレース

（福岡県福岡市）
2011/11/20 EsperanceStage/WAVEONE・山口
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（４）２０１１年 Esperance Stage/WAVEONE・山口 所属選手レポート 

 

井上 無我（山口県登録：福岡県北九州市在住） 
１．２０１１年のチームで出場したレース活動の状況 

4.16 第 14 回 JBCF 舞洲クリテリウム 特別戦 

JPT(J プロツアー) ＋１戦 

決勝 ＤＮＦ 

予選は 6名の逃げに入り，そのまま予選通過 

決勝は足に力が入らずそのまま先頭にラップされリタイア 

6.05 第 45 回 JBCF 西日本ロードクラシック 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 5戦 

ＤＮＦ 

２周目のスピードアップに対応できず，集団から遅れ，リタイア 

6.12 第 15 回 JBCF 栂池高原ヒルクライム 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 6戦 

68 位 

目標にしていた１時間を切れず 

8.7 第 2 回 JBCF 南信州松川ロードレース 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 10 戦 

ＤＮＦ 

   登りが厳しく，下りもテクニカルなコース 

   登坂力，力不足により集団についていけずリタイヤ 

8.20 – 21 第 3 回 JBCF みやだロードレース 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 11 戦 

54 位 

初日ＴＴは 42 位で終えた 

二日目クリテリウム予選敗退 

クリテリウムではポジショニングがうまく行かず無駄足を使ってしまった 

9.04 第 1 回 JBCF タイムトライアル チャンピオンシップ 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 12 戦 

50 位 

雨が降り，路面も滑りやすく，テクニカルなコース 

前日の試走で落車している為ビビってしまいコーナーを攻められず 

 

9.11 第５回 JBCF 加東ロードレース 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 13 戦 

49 位 

   レーススタート直後の逃げに乗ることができ，残り 3周まで 6名で逃げる 

   集団に吸収されてからは集団についていける足は残っておらず，集団から遅れる 

   なんとか完走することが出来た 

   自分の納得のいくレースが出来た 
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9.25 第 45 回 JBCF 経済産業大臣旗 ロードチャンピオンシップ 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 14 戦 

ＤＮＦ 

修善寺 8ｋｍコース 

コースは厳しく，2周目の登りで集団から遅れる  

先頭から 10 分遅れで切られるまで走りリタイア 

10.16 第４回 JBCF 輪島ロードレース 

JBCF ロードシリーズ 

JPT(J プロツアー) 第 16 戦 

ＤＮＦ 

山岳コース 

登坂力不足から集団から遅れ，下ろされるまで走る 

 

２．２０１２年の目標、抱負など 

ＤＮＦの数を減らす 

積極的なレースを心がける。 

 

 

ＪＢＣＦ加東ロードレース(序盤から 6 名で逃げる積極性を見せた) 

 
2days race 木祖村 2011（ステージレース参加でスキル向上に繋がった） 
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江下 健太郎（福岡県登録：埼玉県日高市在住） 
① ２０１１年のレース活動状況 

今年は大きな震災があり、自身の仕事に影響が出たり、また実業団のレースも中止という措置が取られるなどで、予

定していた数のレースに出場することができませんでした。結果的に合計３レースという過去にない、とても少ない参

加になってしまいました。 

しかし、出場したレースではすべてポイントを獲得し、何とか来年につなげられる最低ラインには留まっていると思

われます。来年２０１２年は再び実業団のレースへ積極的に参加をして、ＭＴＢと共にトップ１０目指して走ります。 

 

② レース結果と戦評 

７月９日・群馬ＣＳＣロード：５７位 

ＭＴＢ全日本選手権前の最後の追い込みとして臨んだレース、展開を見ながら前に位置するも、補給に失敗して後方

へ下がったタイミングで集団が分断。後方に取り残されました。 

後方集団では余裕があり、最低その頭を取るつもりで最後はアタックして飛び出したにも関わらず、突然脚が攣ってし

まい後方完走となってしまいました。 

このレースは心身の状態はよく、しっかりスピードを出せていたけれど、最後のスタミナ的な部分でトレーニングが足

りていなかったと反省し、その後改善メニューを取り入れました。 

８月２０日・みやだロード：８０位 

８月頭に腰を痛めてしまい、リハビリが完了してトレーニング再開と同時に出場したレース。 

やはりまともに戦える身体ではなく、１日目のＴＴも２日目のクリテリウムも不甲斐ない走りで総合８０位という結果

でした。 

９月４日・タイムトライアルチャンピオンシップ：３６位 

腰もよくなり調子を取り戻してきた９月、このＴＴは自身在住の埼玉県内で行われるということで１日試走の日をつ

くり準備をしました。しかし当日は台風で暴風雨、決して無理はできない状況でも最良の走りができて３６位、その後

天候が回復したことも考慮すると悪くはなかったと思います。 

 

③ ２０１２年の目標、抱負 

２０１２年は実業団レースへの出場数を増やし、まずは完走の常連となって、そして狙ったタイミングでトップ１０

入りを目指します。 

ＭＴＢのＪシリーズを転戦する江下選手だが、元は愛三工業レーシングで走っていたロード

レーサーでもある。出場するレースでは、ベテランのクレバーな走りを見せる。 
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清水 英樹（鳥取県登録：鳥取県鳥取市在住） 
① ２０１１年のチームで出場したレース活動の状況 

シーズン序盤のレース等、出場者３人に満たないことがあり、上位入賞者や完走者の獲得ポイントがチームポイ

ントに反映されなかったことがあった。レースでは各々が得意な分野で力を発揮しようとしていた。また、目標を

持ちレースに臨んでいた。 

 

② ２０１１年のチームで出場した各レース結果と戦評 

○ 西日本ロードクラシック広島大会（６月５日）結果・DNF 

レース中盤まではメイン集団に居たが、ハイペースに我慢できず残念な結果に終わる。 

○ 栂池高原ヒルクライム（６月１２日）結果・19 位 

前日から喉の違和感（後日、気管支炎と判る）を感じていて、レース中も呼吸がしにくく、 

思ったように力を出し切れなかった。 

○ 富士山ヒルクライム（6月 1９日）結果・30 位 

栂池から 1 週間、さらに気管支炎の状態が悪くなり、序盤から脚に力が入らず我慢していたが、標高が高く

なるにつれて益々力が入らなくなり、富士山で初めて蛇行をしても、あまりの苦しさに降りようかと思った

が、なんとか上りきった。 

○ 群馬 CSC ロードレース Day-1（７月９日）結果・41 位 

これまで一度も完走したことが無いコースだったので、熱中症に気をつけて、とにかく完走を目指して集団

内で走ることに徹した。レース終盤、雷によって距離が短縮されたこともあり、熱中症になっていたが、完

走することができた。 

○ 南信州松川ロードレース（８月６日）結果・DNF 

猛暑の中、残り 3周の上りで遅れてしまい完走を目指したが力およばず。 

○ みやだロードレース（８月２０日）結果・総合４９位、１日目・37 位、２日目・予選敗退 

１日目は 3.2km の TT。コースが緩やかな上りなので、後半ペースが落ちるだろうと序盤を抑えて走ったが、

かえってスピードを上げきれなかったことがタイムを悪くした。 

2 日目はクリテリウム。集団の前の方に上がりたかったが、なかなか出られず、集団の後方で走っていたので、

コーナー立ち上がりで脚を使ってしまい、耐え切れなくなり予選落ちとなる。 

○ タイムトライアルチャンピオンシップ（９月４日）結果・12 位 

路面が濡れているうえに、コースの両脇は苔が生えていたので、なるべくコーナーではバイクを傾けず、十

分にスピードを落として慎重に走り抜け、直線になってからスピードを上げるということの繰り返しだった。

もう少しで 10 位以内を狙えるところだったが、試走で転倒していたので慎重になりすぎたのかもしれない。 

○ 加東ロードレース（９月 1１日）結果・25 位 

最終周回で中切れに遭い、集団に復帰するために脚を使いきり、最後のペースアップについていけず、遅れ

てゴールすることとなかった。 

○ 経済産業大臣旗 ロードチャンピオンシップ（９月２５日）結果・DNF 

あまり体調が良くなく、レース中盤に遅れてしまい、そのまま終了。ただ、体調が良くても厳しいコースな

ので、完走は難しいだろうと思った。 

○ JBCF 輪島ロードレース（１０月１６日）結果・20 位 

今期 P1 最終レースということと、チームランキングを少しでも上げる為に気合を入れて臨んだ。 

レース序盤にツアーリーダーが落車ということで、一旦集団のペースが落ちた事で体力の消耗が少なく、終

盤まで集団内に留まれていたが、残り 1 周半の上りで遅れてしまう。そこからはマイペースで走り何とか完

走。 

 

③ ２０１２年の目標、抱負など 

自分の得意とするヒルクライム系のレースで、自己ベストを更新したい。 

仕事との両立は難しいが、プロ選手に引けを取らない結果を出したい。 
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奈良 浩（埼玉県登録：埼玉県上尾市在住） 
① ２０１１年のチームで出場したレース活動の状況 

『JBCF レースで入賞』という目標は達成できませんでしたが、シーズン初めはスピードレース主体に狙い通りに走れ

ていたと思います。ただし、入賞するためには更なる積極性が必要であるとも感じました。 

八月頭に椎間板ヘルニアを発症。一ヶ月の完全休養で復帰できたのは椎間板ヘルニアにしては異例の早さだとは思いま

すが、練習不足のツケは大きくシーズン後半に思うように走れなかったのは残念です。 

JBCF JPT 年間ランキング 46 位も椎間板ヘルニアさえなければもう少し上位にいけたと考えています。 

 

② ２０１１年のチームで出場した各レース結果と戦評 

4/16 第 14 回 JBCF 舞洲クリテリウム 特別戦 04-16 

14 位：有力プロチーム不在の状況なので入賞を狙いました。強風・サバイバルな展開の中で落ち着いて走れ最後の 20 

名には残れましたが、最後の展開に乗り遅れ力不足を感じました。 

4/24 第 5 回 JBCF 白浜エアポートクリテリウム 04-24 

22 位：逃げ集団に乗り遅れ、追走集団にも乗れずに集団のままでゴール。余裕があっただけに悔いが残ります。 

6/5 第 45 回 JBCF 西日本ロードクラシック 広島大会 06-05 

DNF：序盤からのハイスピードな展開についていけず。 

6/12 第 15 回 JBCF 栂池高原ヒルクライム 06-12 

49 位：ヒルクライムは得意でないので淡々と走りました。 

6/19 第 8 回 JBCF 富士山ヒルクライム 06-19 

51 位：練習と割り切って淡々と走りました。 

6/26 第 80 回全日本アマチュア自転車競技選手権大会ロード・レース 

DNF：序盤のスピードアップに耐えられずにアウト。西日本ロードクラシックと同じくいきなりのハイペースに対する 

弱点が出てしまいました。 

7/9 第 3 回 JBCF 群馬 CSC ロードレース Day-1 07-09 

18 位：中盤の強烈なスピードアップにうまくあわせられ、第二集団で余裕を持って走れました。最後もスプリントが 

伸びて高ポイントの 20 位以内を確保。うまく走れたレースだと思っています。 

7/17 第 45 回 JBCF 東日本ロードクラシック 石川大会 07-17 

DNF：中盤で遅れ、粘って走れましたが最後の周で一分足りずに脚きり。 

7/31 第 45 回 JBCF 東日本ロードクラシック 修善寺大会 07-31 

27 位：苦手な日本 CSC のコースですが、集中力を切らさずにうまくメイン集団で走りきれました。 

9/4 第 1 回 JBCF タイムトライアルチャンピオンシップ 09-04 

62 位：椎間板ヘルニアからの復帰第一戦。治り切っていなかったので、転ばないように慎重に走って終了。 

9/11 第 5 回 JBCF 加東ロードレース 09-11 

DNF：腰痛はほとんど問題ないレベルまで回復していましたが、夏場に丸一ヶ月練習できなかった衰えは大きく、得意 

なはずの加東コースでしたが中盤すぎで遅れて DNF。 

9/25 第 45 回 JBCF 経済産業大臣旗 ロードチャンピオンシップ 09-25 

DNF：調子が戻らず、サバイバルな展開にまったくついていけませんでした。 

JBCF JPT 年間ランキング 46 位 

 

③ ２０１２年の目標、抱負など 

2012 年も JBCF JPT シリーズ戦で走りたいと考えています。 

シリーズ戦の目標としては今年の 46 位以上の成績。 

ここのレースの目標としては入賞。 

また全日本選手権での完走を目指します。 

来年は 47 歳となり年齢的には厳しいものもありますが、今年以上に良い走りをしたいと考えています。 
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西川 昌宏（山口県登録：山口県光市在住） 
①  ２０１１年のチームで出場したレース活動の状況 

前半戦は震災の影響、個人としては国体に標準を合わせていたため、実業団レースには参加せず、地元のきらら浜や

木祖村などのレースに参加した。9月より実業団のレースに積極的に参戦したが思うような結果は残せなかった。 

 

② ２０１１年のチームで出場した各レース結果と戦評 

・3/13 西日本チャレンジ 27 位 

2 周目の三段坂で集団から遅れ、グルペットで完走。1～6位までをシマノレーシングが独占し、実力差を見せつけら 

れたレースとなった。 

・5/21～22 2days 木祖村 総合 3位 1a：8 位 1b：3 位 2：8位 

1a の個人 TT で 8位となり、さらなるジャンプアップを目指して 1b では逃げに乗りこれが見事に的中する。2ではさ 

らに総合優勝すべく逃げに乗ったが、力及ばず上位集団でのゴールとなった。 

・7/24 西日本トラック 4km 個抜き：6位 ポイント決勝：DNF スクラッチ決勝：15 位 

一日に三種目（予選も含めると 5レース）、暑さも厳しかったことによりポイント・スクラッチの決勝ではまったく 

脚が動かなかった。個抜きでは思うようにタイムが伸びなかった。 

・8/7 松川ロード DNF 

今年初の実業団レース、暑さとコースの厳しさから二周目でメイン集団から遅れ、DNF となった。 

・9/4 タイムトライアルチャンピオンシップ 43 位 

雨が降り路面が非常に滑りやすい状態、試走で落車、本番でも落車、まったくコーナーを攻めれなくなり不甲斐ない 

結果となった。 

・9/11 加東ロード DNF 

序盤に落車に巻き込まれ、集団復帰に脚をつかってしまったこともあり、シマノがペースを上げた際に集団から千切 

れる。グルペットで走るもタイムアウトとなった。 

・9/25 全日本実業団 DNF 

3 周目にメイン集団から単独で千切れ、落ちてくる選手を交わしながら個人 TT 状態で走るものの、先頭との差は開い 

て行き 7周目で DNF となった。 

・10/16 輪島ロード DNF 

 2 周目の上りで集団から離れ、残り 2周で DNF。登坂力の足りなさを痛感するレースとなった。 

 

③ ２０１２年の目標、抱負など 

個人ランキングのポイントが低く、現在のプロツアーからエリートクラスへと降格となるであろう。2012 年はエリー

トクラスで 1勝、また、久保ＧＭが行っているフランス遠征サポートに参加させていただき、多くのレースを走り経験・

実力とも高めていきたい。 

 

【2days race 木祖村】 

2 日間のステージレースに参加し、積極的に動き、

総合 3 位を獲得した。 
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向山 浩司（東京都登録：東京都八王子市在住） 
① ２０１１年のチームで出場したレース活動の状況 

例年通り、自分は春先までシクロクロスに取り組み、早めにコンディションを上げて春先のクリテリウムレースで上

位を狙う。その後は暑さに強いことを利用し、夏場のロードレースをしっかりとこなし、9月には早々とロードシーズ

ンを終了してシクロクロスに取り組むと言う年間予定で動いています。今年は震災の影響で狙っていた春先のクリテリ

ウムレースが思うように走れなかったことが残念です。現在は 12 月のシクロクロス全日本選手権を目指してトレーニン

グをしています。また年明けからはＪプロツアー序盤のクリテリウムで入賞することを最大の目標にシクロクロスを織

り交ぜながら体を作っていく予定です。 

サラリーマンライダーと言うこともあり、ウィークデーは往復 70km の通勤トレーニングがメインになっています。そ

して週末は 100km を越えるロードワークを次に開催されるレースに合った内容で行っています。目下最大の目標はＪプ

ロツアーでの入賞です。1 年間を通じて、プロに混じってＪプロツアーの表彰台に上るサラリーマンライダーはほんの

数名しかいませんが、その中の 1人になることが夢です。 

 

② ２０１１年のチームで出場した各レース結果と戦評 

※移籍前 

東京シクロクロス：東京都で行うシクロクロスレースとして注目されたレース。春先のクリテリウムレースに向けて

コンディションを上げていたので、最上級クラスで優勝。シクロワイアードに載りました。 

参考リンク → http://www.cyclowired.jp/?q=node/53573 

舞洲クリテリウム：Ｊプロツアー開幕戦。得意のクリテリウムと言うことで表彰台を狙って走りましたが、序盤から

の逃げを容認してしまい、スプリント狙いの選手が後手に回る予想外の展開となり 11 位と言う結果でした。 

お台場クリテリウム：お台場合衆国のサブイベントとしてお祭りムードの中開催されたレース。最終局面でも落車の

あおりを受けながらも 7位入賞しました。 

※移籍後 

宮田ロードレース：初日ＴＴ、2日目クリテリウムと言う変則的なレース。初日のＴＴで出遅れ、2日目のクリテリウ

ムのサバイバルレースを乗り切ったものの、特殊な順位の計算方法もあり 56 位に終わる。 

ＴＴチャンピオンシップ：狭くてテクニカルな上に滑り易い、タイムトライアルとしてかなり特殊なコースで行われ

たレース。落車が頻発する中で、コーナーを無理に攻めないようにしつつ、タイム軽減を狙う走りをして 33 位となる。

特殊な状況にどう戦略を立てて対応するかが難しいレースだった。 

※シクロクロス 

ＧＰミストラル初戦：シクロクロスの国内開幕戦と言うこともあり、ナショナルチャンピオンも出場したレース。名

前順でのスタートだったため、オフロードでは非常に不利な最後尾からのスタートとなり出遅れ、上位陣を単独で追っ

たものの 6位となる。 

信州クロス初戦 富士山：前日までの雨で路面がぬかるみ、テクニックとパワーが必要なコースだった。上位陣はバラ

バラとなり、自分は終始 4位を走行。そのまま最終周回を走っていたものの、ラスト 500m で痛恨のメカトラブルを喫し、

6位に終わる。 

 

③ ２０１２年の目標、抱負など 

Ｊプロツアーでの入賞を目指しています。一番得意なクリテリウム、特に春先の熊谷クリテリウムを最大の目標に、

Ｊプロツアーでの入賞を目指しています。また、全日本選手権ロードレースでも完走と、シクロクロス全日本選手権の

トップ 10 が主な 2012 年の目標です。 

 

http://www.cyclowired.jp/?q=node/53573
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山本 敬（神奈川県登録：神奈川県横浜市在住） 
１． レース活動の状況 

5 月 きらら浜サイクルミーティング、2days race in 木祖村、大田～絵堂山口県ロード 

6 月西日本ロードクラシック、栂池高原ヒルクライム 

8 月 みやだロード 

9 月 TT チャンピオンシップ、加東ロード、経済産業大臣旗ロード 

10 月輪島ロード 

 

２． 各レースの結果と戦評 

きらら浜サイクルミーティング 

12 位/完走 29 人 

積極的な動きが出来ずに平凡な結果に終わってしまいました。 

2days race in 木祖村 

1a 個人 TT10 位 (+24 秒) 

1b ロードレース 30 位(+1 分 42 秒) 

2 ロードレース DNF 

個人 TT はまずまずだったのですが、1b ロードではチームメイト西川選手が逃げ、自分はメイン集団中ほどでゴ 

ール。2nd ステージは悪天候の中パンクで遅れて DNF となりました。調子は悪くなかったので個人的には非常に 

無念な結果となりました。 

大田～絵堂山口県ロード 

9 位/出走 26 人 

積極的にアタックを仕掛けましたが、参加者の実力が伯仲していることもあり他の選手のアタックも含めいずれ 

も決定的なものにはならず、スプリント勝負へ。最後には足が攣ってしまい 9位に沈みました。 

西日本ロードクラシック 

調整不足のため、2 周で集団から切れ DNF となりました。 

栂池高原ヒルクライム 

去年は自己最上位の結果を残す好きなレースでしたが、今年はレース 3日前の練習中の落車（猫を轢いた反動に 

よる単独事故）の影響もあり 1時間 5分以上のタイムとなりました。 

 

6 月下旬から 8月下旬にかけては、落車による打撲と仕事の都合もあり、レースへの出場は見送らせて頂きました。 

 

みやだロード 

1 日目 TT 

54 位（+23 秒） 

緩く登る 1.3km のコースでペース配分を間違え、後半に大きく失速してしまいました。 

2 日目 

クリテリウム予選 

苦手のクリテリウムでしたが、コースが完全に平坦ではなく、若干アップダウンがあったため、自分に向いてい 

ると感じました。集団後方で終始展開していましたが、予選通過しました。 

クリテリウム決勝 

40 位 

前半でメイン集団から切れてしまいましたが、グルペット集団で粘って完走しました。 

総合 51 位 

TT チャンピオンシップ 

悪天候とスリッピーなコースに怖気づいてしまい、最下位（69 位）となってしまいました。 

加東ロード 

機材トラブル（変速機不調とパンク）で遅れて DNF となりました。 

経済産業大臣旗ロード 

調整不足のため、DNF となりました。 
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輪島ロード 

調整不足のため、DNF となりました。 

 

春先を除けば全体的に練習量が確保できず、シーズンを通して思うような結果を残せないシーズンとなってしまいま 

した。 

 

３． 2012 年の目標、抱負 

正式な発表はありませんが、自分の個人ランキングでは JBCF ガイドに記載されている基準によると、来年度の J1 残

留の個人資格は得られそうもありません。来年度は E1 カテゴリに降格してスタートとなりますので、優勝又は入賞によ

るシーズン中の J1 昇格を目指したいと思います。 

 

 

 
奈良 浩 選手 

移籍後初の実業団レースの「舞洲クリテリ

ウム」で 14 位となり、存在感を見せた 

シーズンを通して精力的に活動をする。 

山本 敬 選手 

シーズン中の練習中の事故の影響で、 

練習量が確保できず不本意なシーズン 

となった。 

清水 英樹 選手 

湘南ベルマーレから移籍し、コンスタント

に成績を残す。ベテランの走りで諦めず走

る姿は、周囲へ影響を与えている。 


